
「硫黄火漁法」と呼ばれる伝統的なボン
火漁は百年以上に亘り、伝承されてき
ました。 
2022年より、文化局は富吉268号の火
長・簡士凱氏と地元の青年達と手を組
み、ガイド育成並びにボン火漁の実演を
行い、伝統漁法への一般の認知を高め
てきました。2025年には初開催となる
「夜のボン火観賞クルーズ」を企画し、2
回 の ク ル ー ズ 体 験 を 実 施 し ま す 。 一 般
民衆を観光船に乗せ、ボン火船に従い、
金山沖の海域で少し近距離で富吉268
号及び鴻昌168号のボン火漁を観賞し
ます。専門家による漁法の起源及び人
文景観の解説、視覚並びに知識の二重
体験が夜景鑑賞の魅力です！　 

一方、北海岸の環境に優しい漁法を広
める為、万里の下寮海辺で2回の地引網
体験（牽罟）も開催。合図のホラ貝が
鳴ると、参加者はズボンを捲り上げ、海
に入り、大勢で網を引き、魚を陸に揚げ
た後の豊漁及び海と格闘した後の達成
感を楽しみます。更に、石甘見修復交流
は歴史的建造物である三芝の「新庄里
石滬」並びに「後厝里石滬」に焦点を当
て、、4日間で4回の石甘見修復体験を
行います。修復経験豊富な桃園石甘見
協会及び地元の里長、住民を招待し、一
連の修復と友好漁業シリーズイベント
に参加してもらい、文化資源、友好、持
続の見事さを一度で体験して頂きます。 

2025三万金文旅－
金山ボン火漁体験シリーズイベント開始 

06/28、07/04、07/05、07/12、
07/18、07/19、07/26、08/09
金山、萬里、三芝などの地域
02-2960-3456#4552
www.culture.ntpc.gov.tw

「南島の織り糸 ― 古代南島衣装特別展
」では、南島語族を中心に、樹皮布や織
物などの古代の衣装製作技術から、現
代における新たな工芸の復興に至るま
で、南島語族の文化的な継承と変遷を
紹介します。展示される素材「樹皮」は、
南島語族が長い歴史の中で使用してき
たものであり、破れにくく通気性にも優
れているため、暑い気候に適した衣料
素材です。 
また、衣服としてだけでなく、樹皮布は
多 く の オ セ ア ニ ア 地 域 の 住 民 に と っ て
生活に欠かせない必需品でもあります
。家庭の装飾、身だしなみ、芸術的表現
、儀式や祭典など、様々な場面で重要な
役割を果たしています。2021年の東京

オリンピック開会式では、オセアニアに
属する南島語族の一国であるトンガ王
国の代表が、伝統文化を象徴する精緻
な樹皮布の衣装を身にまとい、登場し
ました。これは、樹皮布文化が南島語族
にとっていかに重要であるかを物語っ
ています。 
本展では、南島語族の多様な衣装製作
技術を通じて、彼らの衣装に込められ
た文化的意味を再認識し、自然から得
て自然に返すという、古代人の持ってい
た持続可能な暮らしの知恵を現代に伝
えます。 

南島の織り糸 ― 古代南島衣装特別展 

即日より 2026/03/15まで
新北市立十三行博物館
02-2619-1313#306
www.sshm.ntpc.gov.tw

「2025 新北市ドラム芸術祭」は6月21日
より29日まで、新荘・蘆洲・土城・双溪の 4
地域で巡回公演が開催されます。各地の
皆様をお招きし、素敵で賑わいに満ちた
ドラム芸術の演奏をご堪能していただき
ます。 今年のテーマ「擊慶（打ち鳴らす祝
い）」では、天地を揺るがすようなドラム
の響きを通じ、地域の文化・芸術のエネル
ギーを結びつけ、共に新北市に響き渡ら
せるというものだ。 
　ドラムは歌劇団及びお祭りの儀式の開
始において欠かせない厳粛な要素であり
、力強くも心に響くエネルギーを齎したり
、それに伴い、地元のドラム製造産業も発
展させてきました。今年のドラム芸術祭は
6月21日夜に新荘体育園区・サンシャイン

芝生広場にて開幕が行われます。新荘の
地元学校のドラムチームによるオープニ
ングで幕を開け、「優人神鼓（ユザンシン
グー）」が見事な演奏を披露してくださ
います。今年の出演キャストには「御鼓坊
＆小林義隆」、「众擊坊」、「台北極鼓擊」、
「欧陽慧珍舞踊団」等が名を連ね、多彩な
世界のドラム音楽を表現します。又、「蘇
睿墉＋台湾満義」及び「身聲擊樂団」は身
体打楽を通じ、体並びに音の表現力を探
求します。「傌儷芭里文化芸術団」は原住
民タロコ族の伝統楽器及びドラム芸術を
結び付け、多様な創作形式を融合させる
ことで、ドラム演奏に豊かで新表情を齎す
ものです。 

2025 新北市ドラム芸術祭 

06/21-06/29
新莊体育園区サニー芝生広場
02-2960-3456#4512
www.culture.ntpc.gov.tw

2025年第15回新北市文学賞は「新北発生
学」をテーマに、即日より7月15日まで応募
を受け付けております。応募部門はエッセ
イ（随筆）、現代詩、短編小説、絵本、新住
民によるグラフィック創作の5部門で、賞金
総額は131万台湾元に登ります！本年度
の新北市文学賞は「新北発生学」をテーマ
にしており、日常生活からインスピレーシ
ョンを得て、自身の物語を綴り、創作を豊
かで多様な「文学の樹冠」として栄え、この
都市ならではの文学系譜を形成させる事
を奨励します。即日より国籍を問わず、中
国語で創作された作品であればどなたで
も応募可能です。新北市に各邦より到来し
た人々が住んでおり、そしてその人々の身
には移住が融合した喜び・悲しみ・別れ・

出会いの物語があります。新住民議題に
関心のある友人の皆様に中国語による
100～500字の短文及び絵の組み合わせ
で、独自の芸術創作の天地を繰り広げて
いただくよう心からお招きします。 
又、6月初旬には、第13回絵本部門の受賞
者である楊子葦（ヤン・ズーウェイ）氏及
び聯経出版の児童書副編集長周彥彤（
ジョウ・イェントン）氏による対対談イベン
トが開催され、絵本制作の創作面並びに
実務面の誕生の道筋を語ってくださいま
す。6月中旬には、陳繁齊（チェン・ファン
チー）氏及び徐珮芬（シュー・ペイフェン
）氏という2人の詩人が招かれ、皆様に詩
の朗読を導いて頂きく他、2人も参加者に
独自の詩を描くよう奨励してくださいます。 

 2025年「第15回新北市文学賞」作品募集中！ 

即日より 07/15
新北市政府文化局
02-8692-5588#5379 
https://literature.culture.ntpc.gov.tw



09:00-17:00（毎月第一の月曜日休館）
Free
02-2929-8830
新北市中和区中和路390号2階
MRTオレンジラインに乗って、「永安市場駅」
で降ります。

新北市美麗永安芸文センター

演芸ホール開放時間：開演60分前よりチケッ
ト提示でロビーに入場可能。客席開場は開演
30分前となります。
02-2682-0035
新北市樹林区樹新路 40-8 号
鉄道「樹林駅」正面（鎮前街）出口より左に
進み、徒歩約8分で到着（SHOWTIME シネマ
横）

樹林芸文センター新北市芸文センター

09:00-17:00（第一月曜日休館）
 Free
02-2253-4417
新北市板橋区莊敬路 62 号
MRT→板南線（ブルーライン）「新埔駅」に
て下車。4番出口を出て右折し、横断歩道を
渡り、文化路二段182巷まで直進し、右折。
再び直進し、約3分で到着。

新荘文化芸術センター

09:00-17:00（第一月曜日休館）
Free
02-2276-0182#101
新北市新莊区中平路 133 号
MRT→板南線に乗り、「新埔駅」にて下車。
805番バスに乗り換え、「新泰游泳池」バス停
にて下車。または5番出口を出て藍18番バス
に乗り換え、「新荘高中」バス停にて下車。

国定古跡林本源園邸

09:00-17:00（第一月曜日休館） 
NT$80
02-2965-3061#23
新北市板橋区西門街 9 号 
MRT→板南線（ブルーライン）「府中駅」に
て下車、1番出口から徒歩約8分。

府中15

09:30-17:00（第一月曜日休館）
Free
02-2968-3600#211
新北市板橋区府中路 15 号 
MRT→5 番 線 （ 板 南 線 ） に 乗 車 し 、 「 府 中
駅」にて下車。2番出口を出て、徒歩約40mで
到著。もしくは1番出口を右へ進み、横断歩道
を渡って直進。約3分で到着。

板橋 435 芸文特区

月曜～金曜 09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-
18:00（第一月曜日休館）
Free
02-2969-0366
新北市板橋区中正路 435 号 
MRT→板南線（ブルーライン）「板橋駅」にて
下車。 310、307、810、857、786番バスに乗り換
え、「板橋国中（ 435芸文特区）」にて下車。

新北市立黄金博物館

月曜～金曜 09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-
18:00（第一月曜日休館，祝日の場合は平常
通り開館し、翌日が休館です）
NT$80       02-2496-2800
新北市瑞芳区金光路8号 
台北―金瓜石：MRT「忠孝復興駅」2番出口
を出て、九份経由の1062番バスに乗車、「金瓜
石（黄金博物館）」にて下車。

即日より

淡水古蹟マイクロ博物館

即日より 10/06まで

相遇—台湾陶芸の美術風景

新北市立淡水古蹟博物館

月曜～金曜09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-
18:00（第一月曜日休館）
NT$80
02-2623-1001
新北市淡水区中正路 28 巷 1 号
MRT「淡水駅（終着駅）」に到着したら紅26
番、836番のバスに乗り換え、紅毛城まで。

即日より 11/11まで

茶と王の特別展覧会

新北市坪林茶業博物館

月曜～金曜09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-
17:30（第一月曜日休館）
NT$80
02-2665-6035
新北市坪林区水徳里水聳淒坑 19-1 号
MRT「新店駅」にて下車し、923番または緑12
番（G12）の新店バスに乗り換え、「坪林国
中」バス停にて下車、徒歩約5分で到着。

新北市美術館

10:00-17:00
Free
02-2679-6088
鶯歌区館前路 300 號 
台湾铁道→鉄道「鴬歌駅」にて下車、文化路に
沿って館前路に出てから道沿いを真っすぐに
歩いていくと到着。

新北市立鶯歌陶磁博物館

月曜～金曜09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-
18:00（第一月曜日休館）
NT$80
02-8677-2727
新北市鴬歌区文化路 200 号 
台湾鉄道→台湾鉄道の区間車（各駅停車）
に乗車して「鴬歌駅」にて下車。文化路の出口
を出て徒歩10分。

新北市立十三行博物館

09:30-17:00（第一月曜日休館）
NT$80
02-2619-1313
新北市八里区博物館路 200 号
MRT「関渡駅」→紅13番バス→「十三行博物
館」バス停。または、MRT「淡水駅」→渡し船→
紅 22 番バス、704 番バス→「八里行政中心

（十三行博物館）」バス停。

10:00-22:00
Free            
02-2976-8725
新北市三重区正義南路86 巷
MRT「中和新蘆線 - 迴龍線」に乗車し、「台北
橋」で下車後、徒歩で文化南路→福徳南路→
正義南路86 巷を進みます。

新北市眷村文化園区—空軍三重一村

09:00-17:00
Free
02-2950-6606
新北市板橋区漢城東路166号3階
MRTパナム線「板橋駅」3A出口を出て、板橋
駅1階東側から仙民街を直進し、漢城東路を
右折して徒歩7分程度です。

新板アートギャラリー

即日より 12/31 まで

村長の家 常設展


